
平成23年箕輸中学校体育館改築事業に伴う

埋蔵文化財緊急発掘調査報告書



箕輪町は伊那谷の北部にあり、豊かな自然に恵まれた、歴史と文化のある町です。先史の頃よりこの

地の生み出す自然の恵みを求めて人々が暮らし始め、各時代を生きた先人達の努力によって今日の町の

姿が築き上げられてきました。町内には、彼らが残した証である多くの遺跡が残されています。

今回調査対象となった中山遺跡は、松島区の中央部に位置し、天竜川右岸の段丘突端部に立地してい

ます。現在遺跡が広がる一帯のほとんどは箕輪中学校の敷地となっています。昭和30年の町村合併で箕

輪中学校が新築される前は農地として利用され、耕作時等に縄文土器が多く採取されたと伝えられてい

ます。

当該地では、校舎改築に伴い過去 3回の調査が行われ、縄文時代及び平安時代の竪穴住居址を主体と

する遺構と、それに伴う多くの遺物が出土し、それぞれの時代に集落形成がなされていた事がわかって

きました。

今回、箕輪中学校の体育館が、老朽化により改築する事になり、これに伴い町教育委員会が工事に先

行して発掘調査を実施しました。調査期間中には多くの方が見学に訪れ、遺跡の様子に触れていただい

た事は大変喜ばしいことでした。調査の成果につきましては、本書の各章にて詳細に記してあります。

本書を広く活用いただく事で、地域の歴史解明の一助となり、また、多方面の文化財保護に役立つ事を

切に願うものであります。

最後になりましたが、今回の調査の実施にあたり、多大なるご理解とご協力をいただきました箕輪中

学校の皆様をはじめ、調査にご協力いただきました建設関係者の皆様、ご指導いただきました先生方、

そして暑い中を作業にご尽力いただきました調査関係者の皆様方に、本書の刊行をもちまして心から感

謝申し上げます。

箕輪町教育委員会
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1 本書は、平成斃年度に実施した、長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10,235番地 1に所在する、中山

遺跡の発掘調査報告書である。

2 遺跡の発掘調査及び整理作業等の記録保存業務は、平成23年度学校施設環境改善交付金を受け、箕

輪町教育委員会が実施した。

3 本書の作成にあたり、作業分担を以下のとおり行つた。

遺物の洗浄 。注記・接合一大串久子、小嶋清春、根橋とし子、宮下美鈴

遺物の実測 。トレース・拓本一井澤はずき、大串久子、小鳴清春、根橋とし子、宮下美鈴

遺構図の整理・ トレース・挿図作成・図版作成―井澤はずき

写真撮影―柴 秀毅、征矢 進、井澤はずき

4 本書の執筆・編集は、柴 秀毅、井澤はずきが行つた。

5 調査現場の空中写真撮影は、有限会社M2ク リエーションに委託した

6 基準点測量は岡田和宏氏に委託した。

7 出土遺物及び図面写真類と本書作成に関わる図版写真類は、すべて箕輪町教育委員会が管理し、箕

輪町郷土博物館に保管している。

8 調査及び本書の作成にあたり、下記の方々並びに機関にご指導ご協力をいただいた。記して感謝申

し上げる。

仰岡谷組/長野県教育委員会/硼)長野県埋蔵文化財センター/箕輪町立箕輪中学校/

市川隆之/小池 孝/櫻井秀雄/廣田和穂/柳澤 亮/綿田弘実 (敬称略)
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1 挿図

・挿図の縮尺は、各図の下部に表記 (ス ケールを有するものも含む)した。

・遺構実測図中におけるスクリーントーン及び記号による表示は、以下のものを表す。

‐ ―焼土 ●―土器   圏 一石   □ ―炭化物集中

・土器実測図中のスクリーントーン表示は、以下のものを表す。

El― 須恵器断面     □ ―剥離部分

2 土器及び遺物観察

・土層及び土器の色調は、『新版 標準土色帖』を用いて記してある。

・出土土器観察表の法量の単位はセンチメー トル (cm)で、残存度はパーセントである。また、現

存する数値は 「( )」 、推測される数値は 「( )」 計測不能は 「―」で表している。

・出土土製器・石製品・石器観察表の重量の単位はグラム (g)で表している。法量は、現存する

数値は「( )」 で、計測不能は「―」で表している。

・出土遺物の番号は、土器はカッコなし、土製品は ( )、 石器はO、 石製品は 〈 )で区別して

いる。
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第 1章 発掘調査の概要

第 1節  調査に至る経過

中山遺跡は、箕輪町松島区に位置し、中央・南両アルプスの上昇に伴う地殻変動によって形成された

段丘上に所在する。遺跡地からの展望も良く、西方に中央アルプス、天竜川をはさんで東方には南アル

プスが展望できる。遺跡地は天竜川右岸より手段高い段丘突端に位置し、学校・宅地が立ち並び、田畑

などの耕作地も点在している。

中山遺跡は箕輪町立箕輪中学校の増改築にあわせ、過去 3回の発掘調査が行われ、縄文・平安時代を

主外とした遺構・遺物が出土している。

今回、箕輪中学校の体育館老朽化による改築工事の計画が具体化し、平成23年 10月 に町教育委員会教

育課より連絡を受け、用地が埋蔵文化財の包蔵地に当たり、過去の調査成果から用地内に遺構 。遺物が

残存する可能性が高いため、保護処置について教育課・中学校関係者と生涯学習課との間で協議を重ね

た。その結果、体育館建設により文化財の破壊が余儀なくされる約800∬ を対象に、発掘調査による記

録保存を行うこととなった。業務は町教育委員会 (生涯学習課)が実施することになった。

堀

第 1図 調査地位置図 (1:50,000)
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第 2節 調 査概 要 と体 制

1 遺 跡 名   中山遺跡

2 所 在 地   長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10,251番地 1他

3 事 業 期 間   平成24年 8月 21日 ～25年 3月 14日

4 事 務 局

教  育  長  唐澤義雄

生涯学習課長  唐澤清志

文 化 財 係 長  柴 秀毅 (箕輪町郷土博物館 学芸員)

文 化 財 係  有賀一治 (     〃     )

臨 時 職 員  井澤はずき (    〃     )

5調 査 団

調 査 団 長  唐澤義雄

調 査 副 団長  唐澤清志

調 査 担 当者  柴 秀毅、井澤はずき

調 査 団 員  有賀多恵子、伊藤輝彦、大串 進、小川陽三、唐澤栄治、川合佐一、木下正明、

小鳴英樹、小林堅良、根橋とし子、堀川利平 (※ 50音順)

第 3節 調 査 の経 過

8月 21日 (火)既 存体育館基礎除去箇所、及び隣接立木 (モミ)伐採箇所の立会調査。南東の基礎外

側付近でカマ ドを確認。

22日 (水)現 場調査で使用する道具等を準備。

25日 (土)調 査用重機 (バ ックホー)を搬入。

8月 27日 (月 )重 機にて表土剥ざ (旧体育館基礎外側 〔東側〕を 1区 とする)。

28日 (火)重 機にて表土剥ざ (旧体育館基礎内側 〔西側〕を 2区 とする)。 並行して 1区の上面

確認作業を実施。 2区で 2号住居址 (2J)を確認。 1区の検出作業では土偶の破片

が出土。 1区のカマ ドを 1号住居址 (1」 )とする。

29日 (水)重 機にて表土剥ぎ (2区 )。 1区及び 2区の上面確認作業。

30日 (木)1・ 2区上面確認作業。 1区ではサブトレンチを入れて調査。遺物多数出土。

31日 (金)1・ 2区上面確認作業。 1区の遺物が多く出土する箇所を仮 3号住居址 (仮 3」 )と

して掘り下げ。土坑 1～ 3掘 り下げ、写真撮影。

9月 8日 (月 )lJ(カ マ ド)写真撮影、土層断面測量。土坑 1～ 3測量。 2」 。仮 3J掘 り下ヤ免

4日 (火)土 坑 4～ 8掘 り下げ、写真撮影、測量。 2J・ 仮 3」 掘 り下げ。

5日 (水)2J掘 り下げ、測量。仮 3」 掘り下げ。土坑 4完掘。

6日 (木)雨 天のため作業中止。箕輪中学校より見学の依頼あり。

7日 (金)2J。 仮 3」 掘り下げ。土坑 1・ 8完掘。箕輪中学校 1年 4組見学、発掘林験。

10日 (月 )土 坑 9～ 11、 ピット1・ 2掘 り下げ。2」 掘り下げ、測量。調査区基準点設置 (現場作業)。
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11日 (火)土 坑 9～■、ピット1・ 2写真撮影、測量。 lJ(カ マ ド)平面測量。

12日 (水)2J・ 仮 3J掘 り下げ。土坑・ピットの掘り下げ、写真撮影、測量。

13日 (木)2J。 仮 3」 掘 り下げ。 2Jカマ ド断面写真。仮 3Jは遺構でないと判断 (包含層)。

14日 (金)調 査区西側土坑群の遺構測量。 2」 平面測量。土坑12～ 17掘 り下げ。箕輪町議会議員

が現場を視察。

18日 (火)土 坑12～ 17写真撮影、測量。伊那ケーブルテレビ (みのわもみじチャンネル)取材。

19日 (水)雨 天のため発掘作業は中止。午前中は現場の排水作業を行う。本日予定されていた箕

輪中学校 1学年の見学は延期。

20日 (木)土 坑・ピットの掘り下げ(写真撮影。箕輪中学校 1年 1・ 3・ 5・ 6・ 7・ 8組が現

場見学。

21日 (金)土 坑・ピットの掘り下げ、写真撮影、測量等。

24日 (月 )2」 カマ ド測量。土坑・ピットの掘り下げ、写真撮影、測量等。

25日 (火)2J遺 物及び炭化材の平面測量。土坑・ピットの掘り下げ、写真撮影、測量等。

26日 (水)2J遺 物及び炭化材の平面狽I量。土坑・ピットの掘 り下げ、写真撮影。午前11時から

ラジコンヘリによる空中写真撮影 (現場作業)。

27日 (木)土 坑21・ 22写真撮影、測量。全体測量。箕輪中学校 1年 2組見学。

28日 (金)遺 構の掘り下げ、写真撮影、測量。箕輪町教育委員会が現地視察。道具の片付け。

10月 2日 (火)重 機による埋め戻し。

3日 (水)重 機による埋め戻し。

4日 (木)重 機の搬出。現場での調査終了。
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第 2章 遺跡の環境

第 1節 地 形 と地 質

箕輪町は、東は南アルプス、西は中央アルプスにはさまれた、南北70kmに も及ぶ伊那盆地の北部に位

置する。また諏訪湖を源とし、盆地の中央低地帯を南に流れる天竜川によって、町はほぼ東西に三分さ

れた形となっている。盆地は、天竜川の低地から両アルプスの山頂に至って、大起伏地帯となっており、

その景観から「伊那谷」と呼ばれる。

伊那谷は本州内陸部の中でも多くの活断層が分布し、約10km幅 にそれが集中する、極めて活動的な構

造盆地であることがわかっている。この地形は、第四期の地殻変動によって造り上げられた。

箕輪町を含む上伊那北部の竜西 (天竜川西側の略称で、東側は 「竜東」と呼ぶ)地域では、天竜川の

各支流から押し出された土石流が重なり合い、現在の複合扇状地が形成された。竜西扇状地は、伊那谷

の中でも最も広いが、これは、上伊那南部の扇状地による土石が天竜川をせき止めたことと、中央アル

プスと交差する境峠断層により、中央アルプスの主要部が大きく西へ移動し、同様に経ヶ岳山麓の活断

層帯も西へ崩れたため平らな盆地が造られたという二つの理由により、両アルプスから搬出された砂や

礫が盆地内に蓄えられたためとされている。その後、扇状地が侵食され、田切地形と呼ばれる深い谷状

の特徴的な地形が生まれた。箕輪町でも天竜川に注ぐ柔沢、北の沢、深沢、帯無などの各中小河川の扇

状地扇端部にそれを観ることができる。

:キI武
,

打

上空よ り遺跡地 を望む
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次に、箕輪町のもう一つの特徴的な地形景観である段丘に目を向けると、竜西地区では、天竜川より

2ないし3列からなる階段状の崖として確認できる。伊那谷各地でみられるこの段丘崖は、以前は天竜

川が形成した河岸段丘と考えられていたが、現在では活断層の活断運動によって造りだされた断層崖と

いうことが各地で確認されている。箕輪町でも、局地的な地質調査が進めば、この段丘がどのように形

成されたかわかるであろう。一方竜東地区では、唯一沢川の造りだした扇状地の南側だけが平坦な地形

である。他の地域は山が近いせいもあり、変化に富んだ地形を造りあげている。特に最南端の福与地区

では、天竜川に流れ込む中小河川が小規模な扇状地を掘り込んだ結果、丘陵地形が配列し、地形変化を

更に複雑にしている。しかしながら現在では構造改善が進み、そうした地形の複雑な変化は古い写真や

地図で確認できるだけという場合が多く、元の地形を推測するのは難しくなってきている。地形と同じ

ように、竜東と竜西では地質の面においても対照的で基盤岩の質も異なる。竜東側では基盤岩を覆つて

いる被覆層は、比較的浅く断片的であるため、支流の川沿いには基盤岩が広く露出し、天竜川まで続い

ている。竜西側では、竜東に比べ被覆層が厚いため基盤岩の露出は少ない。また、御岳テフラの終息期

以降も各支流より礫の押し出しが続き、後氷期の黒ボク土までを含む土壌と砂礫が混合して、扇状地の

地形が続いたとされる。

今後箕輪町においても、遺跡が立地する環境を理解するために、更に詳しい地質調査が必要となるで

あろう。

第 2節 周 辺 の歴 史 的環 境

箕輪町は、東西の複合扇状地を流れる中小河川や段丘下の湧水など水源に恵まれており、先史より人

が暮らしやすい好的な場が多い。町内には、先人たちが残した足跡ともいうべき多くの遺跡が残されて

おり、平成 6～ 8年度に実施した箕輪町遺跡詳細分布調査では、包蔵地182箇所、古墳27基、城跡13箇

所を確認し、上伊那郡下においても屈指の遺跡地帯といえる。

今回調査対象となった本遺跡を含む天竜川右岸には、河岸段丘の突端部にみられる遺跡と、深沢川や

帯無川などの天竜川に注ぐ小河川の両岸に存在する遺跡が分布している。また、段丘崖下には広大な箕

輪遺跡が広がる。いずれの遺跡も水源に隣接して分布する傾向が見られる。

段丘突端部に位置する中山遺跡は 68)イよ、これまでに縄文 。平安時代の住居址が確認されている。

同じ段丘上の北方には本城遺跡 67)があり、本遺跡と同じ縄文・平安時代の遺構が確認されている。

さらに北方には上伊那地方唯―の前方後円墳である、松島王墓古墳が存在する。南に目を向けると、上

の林遺跡 (84jがある。ここは、縄文 。弥生 。平安時代の集落址が確認されており、町内でも有数の出

土量を誇る遺跡である。

この段丘下にはもう一つ段丘があり、東町 (73)、 旭町 (74)、 仲町 (76)、 南町 (77)等 の遺跡があ

り、こうした遺跡では縄文 。平安時代に加えて、弥生 。古墳時代の遺物が採集されている。
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跡
号

遺
番

遺跡名 所在地
時 代

立 地 地  目 備 考
I日 縄 弥 古 奈 平 中 近

68 中 山 松 島 ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑 調一昭60・ 61・ 62年

本 城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑 調―平5・ 6・ 8・ 10・ 19年 (含城跡)

藤  山 ○ 段丘突端 宅地・畑

北 町 ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑

神社付近 O ○ ○ 平 地 宅地・畑

東 町 O O ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑

74 旭  町 ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑 調―平10・ 11年

通り町 ○ 段丘突端 宅地・畑 調―平 10。 11年

仲 町 O O ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑 調―平3・ 4・ 8,9年

南 町 ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑

84 上の林 木下 ○ ○ ○ 段丘突端 宅地・畑 調一日召55-57,60・ 平 2・ 4・ 19年

仲町古墳 ○ 段丘突端 公 園 消滅 調―平3,4・ 8,9年

珊
悧
椰
挿
騰

朔
＝
一押

‐‐■

一了
一．
‐
ｉ

第 1表 周辺遺跡一覧表

第 2図 周辺遺跡分布図 (1:12,500)

―
亮

沖難
一 ＝

一み
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第 3章 調査結果

第 1節 調査方法

発掘調査は、沐育館改築工事によって文化財が消滅する事が予測される1,086.69ゴ のうち、既存体育

館建設の際に削平された西部を除いた、約800∬ を対象とした。

作業手順としては、まず大型重機により遺構確認層直上までの表土を除去し、続いて人力による遺構

検出作業を進め、検出した各遺構の掘り下げを行った。各遺構より出土した遺物のうち、各遺構の覆土

中の土器片については層位ごとに取り上げ、床面直上の遺物は記録後に番号を付けて取り上げた。

測量による記録作業は、遺構平面図及び遺構から出土した遺物は、平板及び簡易遣り方測量にて 1:

10縮尺で作図し、土層断面も1:10の縮尺で作図した。座標及び方位はトータルステーションを使用

し、調査地全域を世界測地系の基準線を重ねて記録した。また、標高の基準点は、調査区東部のマン

ホールの蓋に任意のベンチマーク (711盗m)を設定した。写真による記録は、一眼レフデジタルカメ

ラ撮影と、35mm一眼レフカメラによるカラーリバーサルフィルム撮影を行った。なお、本書に掲載した

遺物写真は、一眼レフデジタルカメラにて撮影した。

|

| 〕〕

,11_,.

://r
ラ ウ ン

グ ラ ウ ド

第 3図 調査区設定図 (1:2,500)

７‐ｚ
　
　
〉

一
ヽ
一
」
ヽ
」
ｔ

／８

「

'

き
は
ら
橋
　
ン

一‐―‐市
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坑土号

⑥
⑤
的

的＠
＠
的

号土坑
‐

０

坑◎
鬱
勘

Ｗ　　　　　　計一　　　　　‐８

第 4図 調査区遺構配置図 (全体図)

-8-



第 2節  土層堆積状況 (第 5図 )

調査地は昭和30年 の体育館建設の際に表土を削平しているため、耕作土や人為的堆積層は確認され

ず、表層の黒褐色土は土器等を含む遺物包含層であつた (I層 )。 その下はオリーブ褐色の自然堆積層

(漸移層・Ⅱ層)、 黄褐色のローム (テフラ)層 (Ⅲ 層)の 3層 に分けられた。遺構はⅡ層上面で検出し、

Ⅲ層まで掘り込まれる。また、既存体育館の基礎にあたる部分は撹乱され、調査区の西側約 3分の2(2

区)は転圧によって I層が固く叩き締められていた。各層の詳細は以下の通りである。

I層  10YR2/3(黒褐色)遺物包含層。締り。粘性共にやや強い。

Ⅱ層 2.5Y4/4(オ リーブ褐色)漸移層。暗褐色土を30%含む。締り・粘性共にやや強い。

Ⅲ層 2.5Y5/6(黄褐色)ローム (テフラ)層。締り。粘性共にやや強い。

0    (1:40)   lm
l            l

第 5図 土層断面図 (1区 )

第 3節 遺構 と遺物

1 竪穴住居址

1号堅穴住居址 (カ マドのみ検出)(第 6図 )

位置 :調査区南東部、世界測地系X=-9570。 70、 Y=-46776.80に位置する。主軸方向 :カマドの位

置から推定すると、凡そN-15° ―E方向ではないかと

思われるが詳細は不明。規模・形状 :不明。覆土 :不明。

床面・壁 :不明。カマ ド :締 りの強い土 (6・ 7層)で

構築された袖部と芯石が左右に確認され、中央部の底面

には火焼面 (11層)があり、強く火焼を受けていた。柱

ヽ     /1

|>

B

I

綿り 粘性

2屈  10YR4/4(偶 色)    ローム粒子5%炭化物5%携■1%含む  中  弱

B層  10Y点 3/3(暗褐色)   ローム粒子30%成 化切3%焼±1%含む 中  中

4層 10YP4/6備 色)  炭lL伽 %含む         中 弱

7層  10VRV3(に ぷい☆褐色)Jヽ際を合tj               強  中

8層  10VR3/3(暗 lB色)   ローム粒子30%炭 化物1%続 ■50%含む 11  弱

9隔  25WVO(オ リーブ偶色)炭化物3%粧■S%含む カマド研奥土  強  強

10層  75YR5′ 8(明 褐ζ)   炭化わS%Vt■ 50%以上含む カマト構渠土強  中

11層  ?6YR4れ (偶 色)   炭イヒ効0%娩■50%以 し含む      強  強

12層  ワ5Y6′ 0(女 偶色)   ローム扇                強  中

0  (1:3) 5cm

―

0    (1:40)   lm
|

第 6図  1号竪穴住居址カマ ド実測図
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第 7図  1号竪穴住居址出土土器・石器実測図



穴 :不明。その他の施設 :不明。遺物 :須恵器の高台付ITh(1)と長胴甕が出土した。しかし、形にな

るものは少なかった。石器は敲・磨石①が出土したが、混入品と思われる。時期 :平安時代初頭と推狽I

する。

2号堅穴住居址 (第 8、 9図 )

位置 :調査区南部、世界測地系X=-9569,40、 Y=-46806.60に位置する。主軸方向 :N-72° 一

W。 規模・形状 :長軸7.96m、 短軸 (6.24)mを 測 り、方形を呈すると思われるが、本址南側が撹乱さ

れていたため詳細は不明。 6号土坑と接する。覆土 :8分層され、全体的にローム粒子、炭化物、焼土

が含まれていた。床面・壁 :既存林育館建設の際、人力で転圧されていたため、覆土は全面が強固に固

められていたが、床面は軟弱であった。本住居址北側の床面直上付近より、大量の炭化物及び住居の垂

木と思われる災化した木材が検出された事から、本址は火事による焼失住居であると推測される。壁残

高は上面を削平されているため僅かであったが、10cm～瑯cm確認され、傾斜はほぽ垂直に立ち上がる。

壁下には一部周溝が検出された。カマ ド :本址西側中央の壁に接して検出されたが、上部はほぼ削平さ

れており、袖部は検出できなかったが、西方向に煙道が突き出していた。中央部の底面に火焼面 (3層 )

が確認され、それを囲むように芯石と思われる石 (火焼痕なし)や芯石が埋められていたと思われる穴

が検出された。それらを踏まえてカマ ドの大きさを推沢Iすると長軸 2m超 となり、大型カマ ドであった

事が推測される。柱穴 :明確な柱穴は検出できなかった。その他の施設 :カ マ ドの北側に位置するPl

から杯が多く出土した。また、東壁に接した一段低い箇所から、床面の構築土が乗った状態でピットが

3つ確認された (P7～ 9)。 その内P9は柱穴の可能性も考えられる深いピットで、土器 (22・ 24J

も出土しているが、床面直上から出土した同型の土器と大きな時代の差異は認められない。 6号土坑に

隣接する東側中央の壁付近から焼土が検出されている事から考えると、本址は始め東側にカマ ドがあっ

たが、何らかの理由で西側へ改築された可能性も考えられる。また、本址東壁に接した 6号土坑の形状

が隅丸方形、底面が平坦であり、土坑としては不自然な形である事を考えると、 6号土坑は本住居址に

関わる遺構である可能性も考えられる。遺物 :須恵器は杯 (2)が 1点出土している。土師器では杯

(3～ 19)と高lTh(20～ 22)が出土した。IThは 丸底のものが多く、日縁が外反しているものもみられる。

また、形にはならなかったが内外面黒色処理された土師器の杯片もいくつか出土した。その他、手捏ね

のミニチュア土器 (23～ 25)、 小型壺 (26)、 甕 (27～ 32)、 甑 (33)、 球状を呈した壺 (34)が 出土

した。ロクロを使用した土器はみられず、調整もナデ、ヘラケズリが主流である。土製品では土鈴 (1)

(2)、 紡錘車 (3)、 土玉 (4)～ (6)が 出土した。土鈴は手捏ねで大小 1点ずつ出土した。石製品で

は滑石製の臼玉 (1)が 1点出土している。石器では石錘②、打製石斧③④、凹石⑤、敲・磨石⑥が出

土したが、混入品であろうか。さらに、床面直上から編物石と思われる同形石が 9個出土した。各遺物

の特徴は、観察表 (第 4～ 7表)を参照されたい。時期 :古墳時代後期と推測する。
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1晰

13

叩―
ふ
帥
＝
灘
③
湖
肝

B 711lm

C 7110m σ
一

E 711_Om   E′

カクラン

D

F 7110m   F′

ヤ
4  P5

”一Ｍ

1層  IOYR3/4(暗 禍色)   ローム粒子10%炭化物5%統■5%、 ■器を含む

2層  10YR3/3(嗜 褐色)  ローム粒子20%、 炭化物15%焼 ■20%含 む

住居址の種土

9層  10YR3/4(暗 獨色〉   ローム粒子80%皮化物1%含む  住居■の凝■

4層  iOYR4/3(暗 欄色)   ローム粒子20%炭化物5%、 焼■5%含む

5層  iOYR3/4(暗 褐色)   ローム粒子80%含 む

6層  10YR2/3(黒 褐色)   ローム粒子 1%含む 周濡の覆i
7層  25Y4/4(オ リーブ褐色)ローム粒子80%炭化物10%含む 床面
8層 ワ5Y5/6(黄 褐色)   ローム層

離
中
　
中
　
強

紳
強
　
強
　
強
強

強
強

強

強

離
中
中
中
中

翻
強
強
“
強

雑
・
“
中
中

紗
強
強
強
強

H′

蕩 貯

1層 10YR3れ (暗掲色)  ローム粒子3%、 炭化物5%、 焼主ユ%含む 床面
2層 25Y守6(オ リーブ召色)ローム粒子10%、 尿イヒ物5%、 焼±1%含 む
3層 25Y4/3(オ リーメ構色)篠を含む
4層  25Y5/6(黄 褐色)   ローム層

2

0  (1:60) lm

ー第 8図  2号竪穴住居址実測図

Pl～ 0■層注配

1層  10YR2/8(黒 褐色)  ローム粒子5%、 炭化物5%、 焼±5%含 む

≦171■Om= :ロ タ:碧著サ三テ鋸3日こ会鰺解臨 5%焼■5%含む

事6中
∞ 蝉韓釦
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日

『
μ
Ｐ
］
日

IH

1虫

K7112m

1層 10YR3/4(暗褐色) ローム粒子10%、 炭化物5%、 焼±5%、 土器を含む

2層 10YR4/4(褐 色)  ローム粒子5%、 炭化物5%、 焼±3%含む

3層  25Y5/6(黄褐色)  ローム層

火焼面 75YR5/6(明褐色)炭化物30%、 焼±30%含 む

糾
中
中
中
中
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睡
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ざ
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」 7112m

三
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旦

S く逐axttaむ
35i

S 7110m

第 9図  2号竪穴住居址カマ ド実測図 。遺物出土状況

第10図  2号竪穴住居址出土土器実測図 (1)
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第11図  2号竪穴住居址出土土器実測図 (2)
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(4)― (6)、 (1)

遊 密 正 三 !|(3)
0    (1:2)   5cm

(1)～ (3)

∩
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‐―‐
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げ

0  (1:3) 5cnl

ー

③～⑥

第12図  2号竪穴住居址出土土製品 。石製品・石器実測図

2 土坑・ ピッ ト

土坑22基、ピット3基が検出された (直径50cm以 上のものを上坑、未満のものをピットとした)。 土

坑は調査区の北側及び西側と、東側に検出された。本調査区 (2区)は、旧体育館建設時の削平と敲き

締め、更に礎石 (グ リ石)の設置により、遺構が検出できた箇所は少なかった。また、その影響により

覆上の締りは強いものが多い。出土遺物はほとんどが縄文時代中期の土器片で、特に初頭のものが多く

出土している (1、 10、 13、 15、 19、 21、 22号土坑)。 2次調査の際、本調査地の東側から縄文時代

―〔:]::I:]―

一⑨一魔―
⑬

0  (2:3) 2 5cm

②

⇔
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中期初頭の堅穴住居址が検出されている事から、これらは 2次調査で検出された竪穴住居址とほぼ同時

期の遺構であると考えられる。ただ、18号土坑は、縄文前期末と思われる遺物も出土しており、前述の

土坑より時代が遡る可能性がある。出土土器は、深鉢が 5点 (35～39)出土している。ほとんどが縄文

時代中期初頭の様相を呈するが、(38)は細隆帯を斜格子に貼付しており、縄文時代前期末と思われる。

土製品は土偶 (7)～ (10)が出土している。 (10)は板状土偶と思われ、頭都中央に窪みがある。石器

は石鏃③、石匙⑦、打製石斧③⑩①が出土している。詳細はピットー覧表 (第 2表)・ 土坑一覧表 (第

3表)を参照されたい。

一

▼

2号土坑

手

罐 巧
3号土坑

7108m

711.2m         _

申

4号土坑

7110m
Z===〒

ξ耳砥テ票ぐ写クラン lt::::::::,'>-3

7号土坑

7113m

― 8号土坑

710 6rn

0 (1:60) lm

―土坑実測図

15-

7112m

琢

7112m

▼
2 冗

4

10号土坑9号土坑



暫
18号土坑  2

イ

―《こと§)「

V
15号土坑

〆
一

就

▼中

711 lrn

U
2号 ピッ ト

σ
711 lm

ぜ
3号 ピッ ト

0 (1:60) lm

―土坑・ピット実測図

Ч
711 lrn

ツ 2

19号土坑B711lm       B′y
18号 土坑

7110m

将
21号土坑

7109m

U
22号土坑

第14図

第 2表 ピットー覧表
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20号土坑

h
規模 (cm)

平面形 断面形 覆  土
      1締 り 1粘性

出土遺物 備考

長 短 深

1 43 40 円形 半 円
1層  10YR3/4(暗 褐色)ロ ーム粒子3%、 炭化物

10%、 焼±5%含む
強 強

45 41 円形 台形 1層  10YR3/3(暗 褐色)ローム粒子5%含む 極強 中

3 49 43 円形 半 円 縄文時代



阻
規模 (cm)

平面形 断面形 出土遺物 備 考
長 短 深 1締 り1粘性

l 不形楕円形 浅い半円
1層  75YR3/4(日 音褐色)ロ ーム粒子10%含む
2層 25Y4/4(オ リーブ褐色)

艤
強

縄文中期初頭

2 楕円形 浅い半円
1層 75YR3/4(暗褐色)ロ ーム粒子10%含む
2層 25Y4/4(オ リーブ褐色)

極強
]負

内黒処理杯

3 (82) 24 円形 浅い半円
l層 75YR3/4(暗褐色)ローム粒子10%含む
2層 25Y4/4(オ リーブ褐色)

艤
強

少量

楕円形 浅い半円
1層  75YR3/4(H音 褐色)ローム粒子10%含む
2層  25Y4/4(オ リーブ褐色)

紅強
]貪

5 144 楕円形 浅い半円

1層 75YR3/4(暗褐色)ローム粒子10%含む
2層  25Y4/4(オ リーブ褐色)

3層 25Y5/6(黄褐色)炭化物1%含む

睡
強
強

弱

弱

中
縄文時代

6 114 13 隅丸方形? 不整形 1層 10YR3/3(暗 褐色)ロ ーム粒子1%含む 中

7 104 45 楕円形 半 円

1層 25Y4/6(オ リーブ褐色)炭化物3%、 焼±5%含む
2層  10YR3/3(H音褐色)ロ ーム粒子、炭化物、焼土を上%含む
3層  25Y4/4(オ リーブ褐色)

4層 10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム粒子5%含む

強

中

強

中

強
中
中
中

縄文中期

8 楕円形 浅い半円 縄文中期

9 楕円形 浅い半円

層

層

層

75YR3/3(暗褐色)ロ ーム粒子を1%含む
25Y4/3(オ リーブ褐色)土器を含む
25Y6/6(黄褐色)土器を含む

睡
睡
強

弱

中

中
縄文中期

楕円形 浅い半円

1層  10YR3/3(H音褐色)ロ ーム粒子3%含む
2層  10YR3/3(暗 褐色)ロ ーム粒子20%含む
3層  25Y4/6(オ リーブ褐色)ロ ーム粒子10%含む

強

中

中

中
強
中

縄文中期初頭

11 円形 浅い円形

層

層

層

層

１

２

３

４

75YR3/3(暗褐色)ロ ーム粒子1%含む
10YR3/3(暗 褐色)ロ ーム粒子5%、 焼±1%含む
25Y5/4(黄褐色)

25Y4/4(オ リーブ褐色)

極強
極強
極強
強

弱

中

中

中

縄文中期

不整形 不整形

1層  10YR3/4(暗 褐色)ロ ーム粒子5%含む
2層  10YR3/3(H音褐色)ロ ーム粒子3%含む
3層  25Y4/4(オ リーブ褐色)漸移層

強
強
中

中

中

中
縄文時代 土坑重複

楕円形 浅い半円
1層  10YR3/3(暗 褐色)ロ ーム粒子5%含む
2層  10YR3/4(暗 褐色)ロ ーム粒子30%含む

強

強

中

中
縄文中期初頭
(35,36)

円形 半 円

1層  10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム粒子10%、 炭化物1%含む
2層  10YR3/4(暗 褐色)ロ ーム粒子15%含む
3層  2.5Y4/6(オ リーブ褐色)

4層 25Y3/3(H音 オリーブ褐色)ロ ーム粒子5%含む
5層  25Y4/4(オ リーブ褐色)黒色±1%含む
6層  25Y4/4(オ リーブ褐色)

7層  10YR3/3(暗 褐色)

8層  25Y4/3(オ リーブ褐色)ローム粒子5%含む
9層  10YR2/3(黒 褐色)

睡
艤
鹸
強
強
強
中
強
中

中

中

中

中

中

中

中

中

中

少 量

不整形 不整形

1層  10YR2/2(黒 褐色)ロ ーム粒子10%、 炭化物1%含む
2層  10YR3/3(暗 褐色)ロ ーム粒子20%、 炭化物5%含む
3層  10YR3/4(R音褐色)ロ ーム粒子10%、 炭化物1%
4層  25Y4/4(オ リーブ褐色)

艤
強
艤
強

中

中

中

中

縄文中期初頭 土坑重複

不整形 浅い半円

1層  10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム粒子上0%含む
2層  75YR3/4(暗褐色)ロ ーム粒子10%含む
3層  25Y4/4(オ リーブ褐色)

極強
極強
強

中

弱

弱
縄文中期 土坑重複

橋 円形 半 円
1層  10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム10%含む
2層  10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム20%含む

紅強
強

中

中 少 量

不整形 不整半円

1層  10YR3/3(暗 褐色)ローム粒子5%含む
2層  10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム粒子15%含む
3層  10YR3/4(暗 褐色)

強
強
強

中

中

中

板状土偶 ?

(縄文前期末)

縄文前期末～

中期初頭の上器
(37,38)

土坑重複

円形 浅い半円
1層  10YR3/3(暗 褐色)ロ ーム粒子10%、 炭化物5%含む
2層  25Y4/4(オ リーブ褐色)ローム粒子20%含む

強

強

中

中
縄文時代中期
初頭

不整円形 台形
1層  10YR3/3(H音褐色)ロ ーム粒子1%含む
2層 25Y4/4(オ リーブ褐色)ローム粒子5%含む

強

中

中

中

不整形 不整形

1層  10YR2/3(黒 褐色)ロ ーム粒子5%含む
2層  25Y4/4(オ リーブ褐色)ローム粒子3%含む
3層  10YR3/3(暗 褐色)ローム粒子1%含む
4層  25Y4/6(オ リーブ褐色)漸移層

強
中
中
中

中

中

強

中

縄文中期初頭
(39)

土坑重複

円形 台形 縄文中期初頭

第 3表 土坑一覧表
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(7)～ (10)

第15図 土坑出土土器・土製品実測図
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第16図 土坑出土石器実測図

3 遺構外 出土遺物

今回の調査では、縄文時代の遺構は土坑のみの検出だつたが、遺物包含層 (I層)か ら縄文時代の土

器、土製品、石器が多く出土している。土器の出土主体は、縄文時代中期初頭と思われ、中葉以降のも

のは比較的少なかった (第2卜 22図 )。 復元できた土器 (第 17・ 18図)も、縄文時代中期初頭のものと

思われる (40。 41)。 土製品 (第 17・ 18図)は、土製円盤 (11)～ (16)、 土偶 (17)～ (21)が 出土し

た。石器 (第 18～ 20図 )は石鏃②～⑮、石錘⑩、打製石斧①～④、磨製石斧②～⑩、敲 。磨石①～③、

石皿⑭、尖頭器 ?⑮が出土した。
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第17図 遺構外出土土器・土製品実測図
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第19図



第20図 遺構外出土土器実測図 (2)
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922図 遺構外出1土土器拓影図 (2)
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lb 検出箇所 種別 器種
法 量 鮪

度
成 形 調 整 特徴 (支様 ) 色  調 胎  土 焼 成 備  考

回径 底 形 器 高

1 1号 住 須恵器
高台付

J/N
(12) ロクロ 内面―ロクロナデ

外面―底部回転ヘラケズリ
ロクロ成形。

25Y6/2
(灰黄色)

長石含む 良好 底部のみ

2

2号住

須恵器 rTN (138) ロクロ 内面―ロクロナデ
外面―ロクロナデ

75Y6/2
(灰オリーブ色)

砂粒含む 不 良

3 土師器 イ (101) (42)
内面―ナデ
外面―ナデ

部
底

体
丸

口縁部は内湾。 25YR5/6
(明 赤褐色)

長石・雲母・砂

粒 石英含む
良好

底部に「X」

刻みあ り

4 土師器 不 5
内面―ナデ
外面―ナデ

丸底。
75YR5/4
(に ぶい褐色)

砂粒 石英含む 良好
外面に炭化

物付着

5 土師器 ITN 121 内面―ナデ
外面―ナデ

日縁部は直線的に立ち上が

る。丸底。

75YR4/3
(褐色)

長石 雲母・砂

粒・石英含む
良好

内外面に炭

化物付着

6 土師器 杯 31
内面―ナデ
外面―ナデ
(底部ヘラナデ)

体部は内湾。丸底。
75YR6/4
(にぶい橙色)

雲母・砂粒・石

英含む
良好

外面に炭化
物付着

7 土師器 郎 118
内面―ロクロナデ
外面―ロクロナデ
(底部ヘラナデ)

体部・ 口縁部は内湾。

丸底。

5YR4/4
(に ぶい赤褐色)

長石・雲母・石

英含む
良好

底部・内面に

炭化物付着

8 土師器 鉢 110 55
一ア
一ア

ナ

ナ
一　
一

面

面

内

外
体部 日縁部は内湾。

丸底。

25YR5/3
(赤褐色)

雲母 砂粒・石

英含む
良好

内外面に炭
化物付着

9 土師器 イ 120 51
４ア
いア

ナ
ナ

面
面

内

外 丸底。
10YR5/4
(にぶい黄褐色)

雲母・砂粒・石

英含む
良好

内外面に炭
化物付着

0 土師器 不 110 51 内面―ナデ

外面―ナデ
丸底。

10YR5/4
(に ぶい黄褐色)

雲母・砂粒含む 良好
底部 内面に

炭化物付着

土師器 雰 120 37 41 70
内面―ナデ
外面―ナデ
(底部ヘラケズリ)

丸 医。
10YR4/2
(灰黄褐色)

砂粒含む 良好

底部・ 内面
に炭化物付

着

2 土師器 不 1175 内面―ヘラケズリ
外面―ヘラミガキ後ナデ

丸底。
10YR5/4
(に ぶい黄褐色)

雲母・石英含む 良好

3 土師器 不 (113)
内面―ヘラナデ
外面―ヘラナデ

口縁部は内湾。丸底。
10YR6/4
(にぶい黄橙色)

長石・雲母・砂
粒・石英含む

良好
内外面に炭
化物付着

4 土師器 jT 123
内面―不明
外面―ナデ
(底部ヘラケズリ)

口縁部は内湾。丸底。
75YR7/4
(に ぶい橙色)

長石・雲母・砂

粒 石英 小礫
含む

良好

土師器 TTN 1145 17 6
内面―ナデ
外面―ナデ

口縁部は内湾。丸底。
75YR7/6
(橙色)

長石 雲母 砂粒 ,

石英・小礫含む
良好

土師器 イ 118 内面―ナデ
外面―ナデ

口縁部は内湾。
5YR5/6
(明赤褐色)

雲母・石英含む 良好
内外面に炭
化物付着

土師器 ITN 134 内面―ヘラミガキ

外面―ヘラミガキ

口縁部は短く外反する。体
部は内湾。丸底。

10YR6/6
(明黄褐色)

長石 雲母 砂粒
石実 月ヽ礫含む

良好

土師器 年 117 内面―ヘラミガキ

外面―ヘラミガキ

口縁部 は短 く外反す る。体

部は内湾。

25YR5/6
(明 赤褐色)

長石 石英含む 良好

土師器 不 122 675 内面―ヘラミガキ

外面―ヘラミガキ後ナデ

日縁部 は短 く外反す る。丸

底。

75YR5/8
(明褐色)

雲母 砂粒・石

英含む
良好

土師器 高 TTN
内面―ヘラミガキ

外面―ヘラミガキ

日縁部は直線的に立ち上が

る。柱状部は 円錐状 に下降
し、ラッパ状に広がる

75YR7/6
(橙色)

長石・砂粒・石

英・小礫含む
良好

2 土師器 高邦 112 (52) 輪積み
内面―ナデ
外面―ナデ後ヘラミガキ

住状部は円錐状 に下降 し、

ラッパ状に広がる。

10YR6/6
(明黄褐色)

雲母・砂粒・石
英含む

良好 脚部欠損

土師器 高杯 50 輪積み
内面―ヨヨナデ

外面―ヘラミガキ
柱状部は円錐状 に下降 し、

ラッパ状に広がる。

10YR6/4
(に ぶい黄橙色)

長石 雲母 砂粒 .

石英 小ヽ礫含む
良好 年部欠損

土師器
ミニチュ
ア土器

手捏ね
内面―指圧痕

外面―指圧痕

10YR5/6
(黄褐色)

雲母 砂粒 石

英含む
良好

土師器
ミニチュ
ア土器

手捏ね
内面―指圧痕

外面―指圧痕

25Y6/4
(に ぶい黄褐色)

雲母・石英・小

礫含む
良好

土師器
ミニチュ
ア土器

内面―ナデ
外面―ナデ

口縁部は短 く外反。 ７５ＹＲ∽
雲母含む 良好

土師器 小型 壷 輪積み
内面―ヘラミガキ、ナデ
外面―ヘラミガキ、ナデ

口縁部は直線的に外開。

丸底。

5YR5/3
(に ぶい赤褐色)

長石・雲母・砂
粒・石英含む

良好

2 土師器 小型甕 112 内面―ナデ
外面―ナデ

日縁部は短く外反。
胴部は緩やかに膨らむ。

25YR4/6
(赤褐色)

雲母・砂粒・石

英 小礫含む
良好

内外面 に炭
化物付着

土師器 甕 (93) 輪積み
内面―ナデ後ヘラミガキ
蝋面―ナデ 胴部は球形状に膨 らむ。

10YR5/3
(に ぶい黄褐色)

砂粒・石英・小

礫含む
良好

内外面 に炭

化物付着

土師器 褒 193 内面―ナデ後ヘラミガキ
外面―ナデ後ヘラミガキ

口縁部は短 く外反。胴部は

球形状に膨 らむ。丸底。

25YR4/6
(赤褐色)

雲母・砂粒含む 良好
内面に炭化

物付着

土師器 甕 (70) 輪積み
内面―ナデ
外面―ナデ

口縁部は 「く」状に外開。
10YR5/4
(にぶい黄褐色)

雲母・砂粒・石

英・小礫含む
良好

内外面に炭

化物付着

3 土師器 甕 (189) 176 輪積み
内面―ヘラケズ リ

外面―ヘラミガキ
口縁部は短 く外開。

25YR4/6
(赤 褐色)

長石 雲母'砂 粒・

石英,小礫含む
良好

外面 に炭化
物付着

土師器 甕 (248) 輪積み
内面―ヘラケズ リ

外面―ヘラケズリ
日縁部は短 く外開。

10Y4/4
(赤褐色)

雲母・石英・オ

礫含む
良好

内外面に炭

化物付着

土師器 甑 〈203) 77 174 輪積み
内面―ナデ後ヘラケズリ
外面―ナデ後ヘラケズリ

5YR5/6
(明 赤褐色)

雲母・石英・お

篠含む
良好

内外面 に炭

化物付着

土師器 一里 204 362 輪積み
内面―ヘラミガキ

外面―ヘラミガキ
胴部は球形状に膨 らむ。

10YR7/6
(明黄褐色)

長石 雲母・砂粒 ,

石英・小礫含む
良好

内外面に炭
化物付着

35

13号土坑

文

器

縄
土 深 鉢 238〉 (207) 輪積み 内面―ナデ

2単位の波状口縁。 日縁か ら

頸部は押引文 と沈線を施す。

75YR4/3
(褐色)

長石 雲母・石

英含む
良好 底部欠損

文

器

縄

土 深 鉢 (245) (171) 輪積み 内面―ナデ
口縁 と頸部は押 引文 と沈線

を施 し、胴部は縄文を施文。

75YR4/4
(褐色)

長石・雲母・石

英含む
良好 底部欠損

3

18号土坑

文

器

縄

土 深鉢 (278) (209! 輪積み
内面―ナデ 4単位の波状 日縁か ?地文は

縄文で、弧状Y宇沈線を施文

5YR5/4
(に ぶい黄褐色)

長石・雲母・砂

粒・石英含む
良好 底部欠損

文

器

縄
土 深鉢 75 (51) 輪積み

斜格子 の細隆帯 を横沈線で

区画。底部は縦沈線で施文。

5YR5/6
(褐色)

長石・雲母含む 良好 底部のみ

21号土坑
文

器

縄

土 深鉢 10 輪積み
垂下す る隆帯 を貼付 し、そ
の両脇を沈線で施文。

75YR4/4
(褐色)

長石・雲母含む 良好 底部のみ

遺構外

文

器

縄

土 深鉢 (354) (320) 輪積み
地文 は縄文。 日縁部は縦沈

線。頸部は平行横沈線。

10YR7/4
(に ぶい黄褐色)

長石・雲母・石

英・小礫含む
良好 平出ШA系

4
文

器

縄
土 深鉢 (243) 輪積み

波状 口縁で4単位。地文は縄
文。胴部は隆帯と沈線を施す。

75YR5/4
(に ぶい褐色)

長石 雲母・砂

粒・石英含む
良好

第 4表 出土土器観察表
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法量 :長 さ、厚さ、幅 (cm)重 さ (g)

rb 検出箇所 器  種 材  質 長 さ 幅 厚 さ 重 さ 備 考

1 2号住 臼  玉 滑石

第 5表 出土石製品観察表

法量 :長 さ、幅、厚さ (cm)重 さ (g)

聴 検出箇所 器  種
法 量

色  調 胎  土 焼成 備  考
長 さ 幅 厚 さ 重 さ

2号住

土鈴 10YR5/4(に ぶい黄褐色 ) 長 石 雲母 砂粒含む 良好 手捏ね

2 土鈴 10YR4/3(に ぶい黄褐色 ) 長石 雲母 砂粒含む 良好 手捏ね

3 紡錘車 頂部径 35 基部径 44 25Y5/4(黄 褐色) 雲母・砂粒含む 良好 側面―ヘラナデ

4 土玉 10 2 10YR5/4(に ぶい黄褐色 ) 長石 雲母 砂粒含む 良好

5 土 玉 10 13 1 10YR5/6(黄褐色) 雲母・砂粒・石英含む 良好

土玉 17 4 75YR4/3(褐 色) 雲母含む 良好

7 9号土坑 土偶 5YR3/6(暗褐色 ) 長石・雲母含む 良好 腕部のみ、縄文施文

8 10号土坑 土偶 (36) 5YR4/8(赤褐色 ) 長石・雲母含む 良好 腕部のみ

9 13号土坑 土I局 (29) 75YR5/6(明 褐色 ) 長石・雲母・砂粒含む 良好 脚部のみ

0 18号土坑 土偶 15 75YR4/4(褐 色) 雲母・雲母・砂粒・石英含む 良好 板状土偶か ?

遺構外

土製円盤 25YR3/6(Π音赤褐色 ) 長石・雲母含む 普通 綾杉文

2 土製円盤 15 5YR3/6(暗赤褐色) 長石・雲母多 く含む 普通 貼付文

3 土製円盤 33 11 5YR5/6(明赤褐色) 良好 縄文、ソーメン状隆帯

土製円盤 5YR4/6(赤褐色) 長石・雲母多 く含む 普通 縄文、沈線

5 土製円盤 5YR4/8(赤褐色 ) 長石・雲母多量に含む 普通 縄文、格子沈線

6 土製円盤 I〕 12 25YR3/6(暗 赤褐色) 長石・雲母含む 普通 平行沈線

土偶 (28) (13) 75YR5/6(明 褐色) 長石 雲母・砂粒含む 良好 頭部のみ

8 土偶 (22) 25Y4/8(赤 褐色) 長石・雲母・石英含む 良好 臀部のみ、内部中実、有脚尻張 り立像

9 土偶 (57) 75YR4/4(褐 色) 長石・砂粒・石英含む 良好 臀部のみ、内部中実、有脚尻張 り立像

土偶 (41) (21) 75YR5/6(明 掲色 ) 長石・雲母含む 良好 脚部のみ、有脚尻張 り立像 ?

土偶 75YR5/8(明 褐色) 長石・雲母・砂粒含む 良好 内部中実、有脚尻張 り立像

第 6表 出土土製品観察表

(法量cm g)

聴 検出箇所 器  種 材  質 長  さ 幅 厚  さ 重  さ 備 考

1 1号住 敲・磨石 礫 岩 (132) (300)

2

2号住

石錘 黒曜石 先端のみ

3 打製石斧 硬砂岩 113 綴形 完形

4 打製石斧 泥岩 15 短冊形 完形 風化が激 し▼

5 凹石 花闇岩 完形

6 敲 磨石 砂 岩 (57) (390)

10号上坑
石匙 黒曜石 23 10 完形

8 打製石斧 緑泥岩 (75) (48) 短冊形

9 14号土坑 石鏃 黒曜石 無茎凹基

0 18号土坑 打製石斧 粘板増 ミニチュア

22号 土坑 打製石斧 買岩 240 17 撥形 完形

2

遺構外

石鏃 黒曜石 03 無茎凹基 完形

3 石嫉 黒曜石 (13) (025) 無茎凹基

4 石鏃 黒曜石 無茎凹基

5 石鏃 黒曜石 7) 無茎凹基

6 石錘 黒曜石 (40) (15)

打製石斧 買岩 [37 短冊形 完形 風化が激 しし

8 打製石斧 買岩 (107) (157) 撥形

9 打製石斧 緑色凝灰岩 120 短冊形 完形 敲き石 としても使用

打製石斧 緑色片岩 短冊形 完形

打製石斧 買岩 (135, (57) (170) 撥形

打製石斧 緑泥岩 (70) (■4) 撥形

打製石斧 砂 岩 (195) 短冊形

打製石斧 緑泥岩 119 15 撥形 完形

打製石斧 硬砂岩 5 5 撥形 完形

打製石斧 緑泥岩 52 15 撥形 完形

局部磨製石斧 緑色凝灰岩 188 25 短冊形 完形 側面に敲痕あ り

乳棒状磨製石斧 緑色凝灰岩 ( ( 打痕後磨き調整が全体に認められる

乳棒状磨製石斧 緑色凝灰岩 (101) (160)

子し棒状磨製石斧 緑色凝灰岩 (113) (242) 破損後敲石 として再利用 している

敲石 粘板岩 142 63 35

磨石 砂 岩 (125) (73) (305) (573) 2ヶ所に凹みがみ られる

磨石 砂 岩 (113) (225)

石 皿 安山岩 (95) (72) (332)

尖頭器 ? 粘板岩 (145) (105)

第 7表 出土石器観察表

-25-



第 4章 総 括

今回の発掘調査は、広範囲に及ぶ遺跡の一部という事もあり、遺跡全体の様相を明らかにする事はで

きなかった。また、不勉強のため、調査及び整理作業について十分なものとは言えず、本報告書の編集

においても不十分な点は了承されたい。しかし、 1次調査からの結果も踏まえて、遺跡の性格の一端を

解明する事ができた事は大きな成果であつたと言える。ここでは検出した遺構と出土遺物について若干

の所見を付け加え総括としたい。

今回の調査箇所は、天竜川の河岸段丘の突端部にあり、町内でも遺跡が多く存在する箇所に位置して

いる。そのため、既存体育館建設の際に削平、撹乱を受けていたにもかかわらず、遺構としては堅穴住

居址 2軒、土坑22基、ピット3基が検出され、遺物も大量に出土した。

このうち、 1号竪穴住居址はカマ ドのみの検出であつた。しかし、一人では持ち運びが困難な程の大

きな芯石が両袖に確認され、カマ ドが大きい事から、大型の住居址であったのではないかと推狽Iさ れる。

土器は高台付不 (底部のみ)や長胴甕が出土し、その特徴から平安時代初期 (9世紀頃初め頃)ではな

いかと思われる。

2号竪穴住居址は南側が境乱されており、全容は不明ながら、長軸7.96m、 短軸6.24mを測る。これ

を町内で検出された古墳時代後期の竪穴住居址と比較すると、面積が約1.5倍程度ある大きな住居址と

いえる。カマ ドは削平されており詳細は不明だが、西に細く延びる煙道を有する。火焼面や芯石があっ

たと思われる穴等から推定すると、長軸 2mの大型のカマ ドとなり、本址の規模の大きさに比例してい

る。また、東壁が切っている6号土坑は、その形状から佐久市樋村遺跡や聖原遺跡で見られるような、

カマ ドの対面にある方形張り出しの入口である可能性も考えられる。更に、東側に一段低い面が検出さ

れ、ピットが 3基確認された。これらのピットは本址の床面の土が乗った状態で検出され、P9覆土中

から出上した土器 (22,24)は 、本址床面直上から出土した同型の上器と大きな時間的差異は感じられ

ない。また、東壁付近では焼上が確認された。これらを踏まえて考えると、本址は当初、東壁にカマ ド

があったが、何らかの理由でこれを壊し、周辺のピットを埋めて床面にし、改めて西壁にカマ ドを設置

した可能性も考えられる。

焼失住居であったため出土遺物は多く、土器では須恵器の不や土師器の杯、高年、ミニテュア土器、

小型壺、甕、甑、壺等がみられる。土製品では土鈴が 2点出土し、土玉、紡錘車も出土した。また、滑

石製の臼玉も出土している。出土した外のほとんどが半球形であり (3～ 15)、 非ロクロ成形、ヘラミ

ガキ調整であった。このような郭が多量に出土するのは 7世紀始めに多く、高FTN(20～ 22)も 同時期の

ものと推測される。しかし、日縁が短く外反する杯 (17～ 19)や小型壺 (26)、 須恵器のITN(2)、 土

玉 (4)～ (6)、 日玉 (1)は 6世紀初頭頃の様相を呈していると思われ、出土遺物の中で時間的差異

がみられる。町内では古墳後期の住居址が確認された例はまだ少なく、現段階では本住居址の時期を断

定するのは難しい。このため、本住居址の時期は古墳時代後期 (箕輪遺跡より後)と し、今後同時期の

住居址出土例が増加した段階で再検討をしていきたい。また、土鈴が 1軒の住居址から2個出土する事

は大変珍しく、ミニチュア土器や玉類も出土している事から、本住居址は祭祀的性格をもった遺構であ
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ると考えられる。

同時代の遺構は、本遺跡では初めての確認であり、本調査地よリー段低い面に位置する仲町遺跡で見

つかった、ほぼ同時期の竪穴住居址とあわせ、町内の古墳時代後期を知る上での貴重な資料となった。

土坑は22基検出され、その内 7基から縄文時代中期初頭と思われる土器片が出土した。本調査地の東

側 (現プール付近)を調査した 2次調査の際、縄文時代中期初頭の堅穴住居址が 1軒検出されており、

これらの土坑もこれとほぼ同時期の遺構であると推測される。特筆すべきは18号土坑で、覆土中から板

状土偶と思われる土製品 (10)が出土した。手足は省略され、頭部と胴体が形どられ、顔に当たる部分

に小さな窪みを施しただけの古拙的な省略形土偶ではないかと思われる。本土抗から出土した土器片の

多くは、縄文時代中期初頭のものであるが、底部のみ出土した深鉢 (38)イよ、縄文時代前期末の様相を

呈しており、他の出土土器と時間的差異がみられる。これは、本土坑が重複しているためではないかと

思われる。この深鉢 (38)と、板状土偶と思われる土製品 (10)の胎土が類似しており、この土製品が

縄文時代前期末の板状土偶である可能性が考えられる。

遺構外出土土器は、縄文時代中期のものが圧倒的に多く、特に初頭のものが多い。これらは遺構に伴

うものではなく、遺物包含層 (I層)か ら出土しており、出土量も多い。既存体育館建設前、もしくは

それ以前の水田固場整備前には、多くの遺構 。遺物があったものと思われる。特筆すべきものとしては

土偶があげられる。各個体は破壊されており、それぞれの全体像は明らかではないが、左臀部のみ出土

した土偶 (19)は、極端に臀部が出張つた 「有脚尻張り立像」と思われる。脚部は残存しないが、その

痕跡から安定して太いものと思われる。現存する臀部から推沢Iす ると、全体像は15cm前後の大きな土

偶であったものと考えられる。こうした土偶は、縄文時代中期中葉以降多く見 られ、特に伊那谷で盛ん

に作 られたものであるが、この土偶はもう少し古い時代のものかもしれない。また、頭部のみ出土した

土偶 (17)イよ、頭部が扁平な、いわゆる「河童型土偶」で、縄文中期初頭のものと思われる。これは 2

次調査の際に出土した土偶の頭部と類似している。その他にも脚部と腕部が出土しており、これまでの

調査同様、遺構外での出土例が多い。また、 2次調査でも出土した土製円盤も出土している。

今回の調査では、これまで古墳時代の遺跡として認識していなかった本遺跡において、古墳時代の遺

構 。遺物が確認できた事は、大きな成果であった。当町では、中山遺跡がある段丘上に多くの遺跡が存

在するが、遺跡分布調査の結果、古墳時代の遺跡に限ると、本遺跡よリー段低い段丘上に多く遺跡が存

在すると推測されている。例えば、本遺跡の段丘下 (東側)にある仲町遺跡では、古墳時代後期の竪穴

住居址が 4軒確認されている。また、東淵には、仲町古墳 (6世紀前半～中頃)があった。さらに同段

丘上には、東町遺跡、旭町遺跡、南町遺跡等古墳時代の遺物が採集されている遺跡がある。これは、こ

の付近でいくつかの集落が存在していた可能性を示唆している。また、これより南に位置する箕輪遺跡

では、今回の調査で検出された竪穴住居址より古い時期の堅穴住居址が 8軒と、水田跡が確認されてい

る。今回中山遺跡で確認された古墳時代の堅六住居址は 1軒のみで、この住居址が一段下の集落とどの

ような関係性を持っているのかは不明である。しかし、一段高い段丘上で大きな住居址が確認された事

は興味深く、今後、本遺跡や同じ段丘上で同時期の住居址が確認されれば、関係性が明らかになってく

るかもしれない。

更に、当遺跡と同じ段丘の北側には松島王墓古墳 (6世紀中頃～後半)が存在する。上伊那唯―の前

方後円墳である松島王墓古墳は、未調査であり詳細は不明ながら、埴輪や墳丘形態の特徴から、築造時
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期を6世紀前半とする見解もある。これらの集落と松島王墓古墳の関連性はもちろん不明であるが、今

後、松島王墓古墳の解明にあたって、本遺跡及び周辺の古墳時代の遺跡が重要な役割を果たす事は間違

いないのではないだろうか。

以上、 これまでの調査の成果も踏まえながら各遺構 。遺物に対する推測と、今後展開すべき課題を述

べてきた。 これによって本遺跡は、縄文時代から平安時代まで、長期に渡つて人々が生活の場として利

用してきた地である事が明らかにな り、箕輪町の歴史を考える上でも重要な遺跡である事は間違いな

い。しかし、今回調査した箇所は遺跡の一部であり、全容を解明するためには更なる調査が必要と思わ

れる。

本書の末筆にあたり、調査の成果が郷土の歴史と文化を解明する上で有意義に活用され、より多くの

人に文化財保護にご理解いただければ幸いである。調査の進行と本書の作成にあたり、 ご支援ご協力を

いただいた箕輪中学校関係者の皆様、工事関係者の皆様、暑い中作業にあたって頂いた作業員の皆様、

そして調査にご協力いただいた全ての方々に厚く御礼申し上げます。
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